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京
都
吉
田
神
楽
岡
に
あ
る
吉
田
神
社
の
旧
社
家
で
あ
り
、
吉
田
氏
の
家

老
的
役
割
で
あ
っ
た
鈴
鹿
氏
、
及
び
そ
の
蔵
書
で
あ
る
鈴
鹿
文
庫
に
つ
い

て
は
、
辞
典
類
に
次
の
よ
う
な
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
ゴ
チ
、
傍

線
部
は
筆
者
、
以
下
同
）
。

京
都
吉
田
神
楽
岡
の
吉
田
神
社
の
旧
社
家
の
一
氏
。
吉
田
神
社
預
で
あ

っ
た
卜
部
吉
田
氏
の
も
と
に
あ
っ
て
、
同
社
権
預
・
祝
・
雑
掌
な
ど
諸

職
に
つ
き
、
ま
た
吉
田
神
道
の
な
か
に
あ
っ
て
、
吉
田
氏
の
家
老
的
役

割
を
果
た
し
て
い
た

。
（
中
略
）
し
か
し
、
鈴
鹿
氏
が
一
般
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
吉
田
兼
倶
に
よ
っ
て
吉
田
神
道
が
興
さ
れ
、

そ
の
神
道
界
に
お
け
る

位
置
が
確
立
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
吉
田
神
道
管
領
長
上
家
の
諸
国
神
社
・
神
職
支
配
の
た
め
の
庶
務
を

担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
田
家
に
な

ら
っ
て
、
古
典
書
写
伝
来
の
家
と
し
て
の
功
績
が
み
ら
れ
、
ま
た
一
族

中
に
『
神
社
覈
録
』
を
著
し
た
鈴
鹿
連
胤
（
一
七
九
五
ー
一
八
七
〇
）

の
ご
と
き
神
道
学
者
・
国
学
者
も
出
た
。
そ
れ
よ
り
多
く
の
蔵
書
を
も

ち
、
鈴
鹿
文
庫
を
も
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

近
畿
日
本
鉄
道
編
纂
室
を
経
て
大
和
文
華
館
の
蔵
に
帰
し
た
。

（
『
国
史
大
辞
典
』
鈴
鹿
氏
の
項
）

こ
こ
で
言
う
「
鈴
鹿
文
庫
」
と
は
、
旧
所
蔵
者
が
鈴
鹿
義
一
氏
、
そ
の

多
く
が
第
二
次
大
戦
中
に
流
失
し
た
が
、
大
部
分
を
近
畿
日
本
鉄
道
が
購

入
、
昭
和
２
１
年
に
同
社
「
編
纂
室
蔵
書
目
録
」
が
編
ま
れ
、
昭
和
３
６

六
年
に
大
和
文
華
館
に
一
括
移
管
さ
れ
た
も
の
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
大
和
文
華
館
以
外
に
も
「
鈴
鹿
文
庫
」
（
例
、
愛
媛
大
学
所
蔵
、

明
治
大
学
刑
事
博
物
館
所
蔵
、
後
述
）
と
称
し
て
よ
い
資
料
群
が
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
適
当
な
記
述
で
は
な
い
。
と
に
か
く
鈴
鹿
家
は
歴
代
書
物

を
蒐
集
し
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
か
な
り
の
蔵
書
を
所
持
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
存
在
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
広
島
の
頼
山
陽
、

江
戸
の
狩
谷
棭
斎
、
屋
代
弘
賢
、
平
田
篤
胤
、
黒
川
春
村
ら
も
そ
の
蔵
書

を
借
り
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
心
が
鈴
鹿
連
胤
（
つ
ら
た
ね
）

で
あ
る
。
そ
の
鈴
鹿
家
の
蔵
書
蒐
集
の
あ
り
か
た
が
「
古
典
書
写
伝
来
の

家
」
と
称
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

本
報
告
は
そ
の
「
古
書
伝
来
の
家
」
の
実
態
解
明
と
、
家
学
と
し
て
後

継
者
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

１

吉
田
家

―
神
楽
岡
文
庫
と
「
日
本
紀
の
家
」

順
番
と
し
て
ま
ず
主
家
の
吉
田
家
の
「
古
書
伝
来
の
家
」
と
し
て
の
性

格
を
概
観
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

唯
一
神
道
、
吉
田
神
道
、
卜
部
神
道
と
し
て
の
吉
田
家
に
つ
い
て
は
多

く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
本
報
告
で
は
触
れ
な
い
。
古
書
伝
来
の
家
と

し
て
の
側
面
に
の
み
注
目
し
た
い
。

『
太
平
記
』
巻
２
５
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

神
代
ノ
事
ヲ
バ
、
何
ニ
モ
日
本
記
ノ
家
ニ
可
二

存

知
一

事
ナ
レ
バ
、

委

イ
カ

ベ
キ

ゾ
ン
ジ
ス
ル

ク
ハ
シ

ク

尋

給
ハ
ン
ト
テ
、
平
野
ノ

社

ノ
神
主
、
神
祇
ノ
大
副
・
兼
員
ヲ

タ
ヅ
ネ

ヤ
シ
ロ

カ
ン
ヌ
シ

シ

ン

ギ

タ

イ

フ

カ
ネ
カ
ズ

ゾ
召
レ
ケ
ル
。

（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
太
平
記
』
よ
り
）

メ
サ

こ
こ
で
「
日
本
紀
（
記
）
の
家
」
と
さ
れ
る
の
は
、
平
野
社
の
卜
部
家

の
こ
と
で
あ
る
。
文
中
の
卜
部
兼
員
は
、
鎌
倉
期
に
曾
祖
父
兼
文
、
祖
父

兼
方
が
活
躍
し
、
日
本
紀
の
注
釈
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
『
釈
日
本
紀
』

を
編
集
し
た
の
で
、
こ
こ
で
「
日
本
紀
の
家
」
と
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
吉
田
家
、
卜
部
家
は
代
々
日
本
紀
を
「
家
の
学
」
と
し
て
受
け

継
い
で
い
く
。
お
も
な
も
の
を
挙
げ
て
み
る
。

卜
部
兼
直

元
久
３
（
１
２
０
６
）
伊
勢
本
日
本
紀
書
写

卜
部
兼
文

文
永
１
１
（
１
２
７
４
）
か
ら
建
治
１
（
１
２
７
５
）

に
一
条
実
経
に
神
代
巻
講
釈

卜
部
兼
方

父
兼
文
の
跡
を
継
い
で
『
釈
日
本
紀
』
編
集
。

弘
安
９
年
（
１
２
８
６
）
、
裏
書
を
書
い
た
吉
田
本
日
本
紀

（
国
立
博
物
館
所
蔵
）
は
国
宝
。

吉
田
兼
敦

永
徳
１
（
１
３
８
１
）
に
秘
本
神
代
巻
の
書
写

吉
田
兼
煕

永
徳
３
（
１
３
８
３
）
に
後
円
融
上
皇
よ
り
「
日
本

紀
自
二

他
家
一

不
レ

可
二

注
進
一

事
」
（
『
吉
田
家
日
次
記
』
）
の
命
を

こ
う
む
り
、
二
条
良
基
ら
に
秘
説
伝
授
。

吉
田
兼
俱
（
１
４
３
５
―
１
５
１
１
）

貴
家
に
日
本
紀
講
釈

吉
田
兼
致

（
１
４
５
８
―
９
９
）

日
本
紀
を
書
写
し
後
土
御
門
帝
へ
献
上

卜
部
兼
永
（
１
４
６
７
―
１
５
３
６
）

旧
事
本
紀
書
写

卜
部
兼
頼

生
没
年
不
明
、
旧
事
本
紀
書
写
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吉
田
兼
右

（
１
５
１
６
―
７
３
）

日
本
紀
書
写

吉
田
兼
見

文
禄
４
（
１
５
９
５
）
後
陽
成
帝
に
日
本
紀
講
釈

吉
田
兼
敬
（
１
６
５
３
―
１
７
３
１
）

日
本
紀
注
釈

吉
田
兼
雄
（
１
７
０
５
―
８
７
）

兼
雄
の
手
に
よ
る
日
本
紀
を
は
じ
め
と
す
る
書
籍
の
書
写

と
修
復
が
吉
田
文
庫
に
多
い
。

吉
田
家
は
、
日
本
紀
の
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
た
め
に
、
日
本
紀
関
係

の
書
写
や
注
釈
、
保
存
を
歴
代
の
努
力
に
よ
っ
て
継
承
し
て
き
た
。
そ
の

過
程
で
『
旧
事
本
紀

』
『
中
臣
祓
』
を
中
心
に
か
な
り
の
蔵
書
を
蓄
え
、

そ
の
注
釈
も
揃
え
て
く
る
。
そ
の
蔵
書
に
直
接
は
吉
田
家
と
は
関
係
の
な

い
書
物
群
を
増
補
し
、
か
な
り
の
書
籍
が
蔵
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
蔵
書
は
吉
田
家
の
あ
っ
た
地
名
に
由
来
し
て
「
神
楽
岡
文
庫
」
と

呼
ば
れ
、
今
日
に
も
伝
説
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
吉
田
家
の
「
家
の
学
」
は
、
鎌
倉
期
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
ま
で
、
歴
代
当
主
を
中
心
と
し
、
日
本
紀
を
柱
と
し
た
集
書
と
研
究
、

保
存
の
営
み
を
指
す
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
神
楽
岡
文
庫
の
最
後
は
哀
れ
で
あ
る
。
現
在
吉
田

文
庫
を
名
乗
る
の
は
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
が
有
名
だ
が
、
そ
の
現
状
は

昭
和
四
十
年
十
月
五
日
付
で
当
時
の
富
永
牧
太
館
長
が
、

残
念
な
こ
と
は
、
吉
田
文
庫
そ
の
も
の
は
、
こ
れ
よ
り
先
き
、
既
に
い

く
度
か
危
殆
に
逢
遇
し
、
不
図
の
機
会
に
散
佚
す
る
こ
と
も
あ
つ
た
模

様
で
、
本
館
に
移
さ
れ
た
分
は
、
終
末
に
ち
か
い
一
群
の
集
書
で
、
む

し
ろ
予
想
さ
れ
た
重
宝
、
珠
玉
は
そ
こ
に
は
な
く
、

と
嘆
く
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

２

鈴
鹿
家
に
つ
い
て

鈴
鹿
氏
は
天
智
天
皇
の
時
代
に
、
右
大
臣
で
あ
っ
た
中
臣
金
連
（
か
ね

の
む
ら
じ
）
を
祖
と
す
る
。
後
の
７
６
６
年
に
大
和
国
鈴
鹿
豊
浦
か
ら
山

城
神
楽
岡
に
居
を
移
し
た
。
し
か
し
、
鈴
鹿
氏
が
有
名
に
な
る
の
は
吉
田

兼
俱
に
よ
っ
て
吉
田
神
道
が
興
さ
れ
、
鈴
鹿
氏
が
吉
田
社
の
権
預
・
祝
・

雑
掌
な
ど
に
つ
き
、
吉
田
家
の
家
老
的
存
在
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
特

に
近
世
期
に
な
る
と
全
国
の
神
社
と
社
家
を
統
括
し
、
大
嘗
祭
や
新
嘗
祭

な
ど
の
宮
廷
祭
祀
に
奉
じ
、
亀
卜
の
秘
儀
を
伝
え
た
「
家
」
と
し
て
栄
え

た
。近

世
期
の
鈴
鹿
家
当
主
に
つ
い
て
は
、
若
松
正
志
が
鈴
鹿
家
の
記
録
か

ら
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

勝
正
（
従
五
位
下
・
豊
後
守
）
ー
和
通
（
従
五
位
下
・
大
蔵
少
輔
）

ー
和
之
（
従
五
位
下
・
豊
後
守
）
ー
起
孝
（
正
六
位
上
・
淡
路
守
）

ー
連
直
（
従
五
位
下
・
石
見
守
・
神
祇
権
大
祐
）
ー
連
重
（
正
五
位

下
・
豊
前
守
→
左
京
亮
）
ー
雄
賢
（
正
五
位
下
・
筑
前
守
・
神
祇
権

大
祐
）
ー
隆
冬
（
正
四
位
下
・
吉
田
社
正
祝
・
神
祇
権
少
副
）
ー
隆

芳
（
正
五
位
下
・
伊
勢
守
・
吉
田
社
権
祝
・
神
祇
権
大
祐
）
ー
連
胤

（
従
三
位
・
筑
前
守
・
吉
田
社
正
禰
宜
→
同
社
権
預
・
神
祇
権
少
副
）

ー
長
存
（
正
四
位
下
・
石
見
守
・
吉
田
社
正
祝
・
神
祇
権
少
副
）
ー

煕
交
（
従
五
位
下
・
土
佐
守
）
ー
義
鯨
（
従
五
位
下
・
越
中
守
）
ー

義
一
ー
長
雄

こ
れ
ら
の
歴
代
に
よ
っ
て
主
家
の
吉
田
家
に
な
ら
っ
て
書
物
が
蓄
積
さ

れ
保
存
さ
れ
て
き
た

。
「
鈴
鹿
文
庫
」
の
形
成
で
あ
る
。
そ
の
営
み
は
い

つ
し
か
「
古
典
書
写
伝
来
の
家
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
報
告
で
は
特
に
連
胤
と
三
七
（
義
鯨
の
子
）
を
中
心
に
、
鈴
鹿
家
の

「
古
典
書
写
伝
来
の
家
」
の
あ
り
か
た
を
見
て
い
き
た
い
。

３

鈴
鹿
家
の
蔵
書

鈴
鹿
家
の
所
蔵
し
て
い
た
膨
大
な
蔵
書
は
現
在
散
在
し
て
い
る
よ
う
で
、

そ
の
全
体
解
明
が
待
た
れ
て
い
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
る

も
の
を
概
観
す
る
。

①
大
和
文
華
館
所
蔵
鈴
鹿
文
庫

総
数
一
一
一
九
点
。
鈴
鹿
義
一
所
蔵
の
書
籍
が
巷
間
に
流
出
し
、
そ

の
大
部
分
を
近
畿
日
本
鉄
道
が
購
入
し
、
同
社
『
編
纂
室
蔵
書
目
録
』

（
昭
和
２
１
年
５
月
）
に
記
載
さ
れ
た
。
後
に
昭
和
３
６
年
に
大
和

文
華
館
へ
移
管
さ
れ
る
が
、
神
道
部
類
な
ど
が
そ
の
時
点
で
散
佚
し

て
い
る
。
大
半
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
『
国
書
総
目
録
』
で
「
鈴
鹿
」
と
あ
る
の
は
大
和
文
華

館
所
蔵
の
鈴
鹿
文
庫
を
指
し
て
い
る
。
目
録
と
し
て
吉
海
直
人
「
大

和
文
華
館
所
蔵

和
古
書
目
録
」
（
『
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年

報
』
４
２
）
が
あ
る
。

②
愛
媛
大
学
所
蔵

鈴
鹿
文
庫

鈴
鹿
三
七
の
所
有
本
、
詳
細
は
後
述
す
る
。

③
京
都
大
学
所
蔵

鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語
集
』

鈴
鹿
連
胤
が
所
有
し
て
い
た
『
今
昔
物
語
集
』
、
最
善
本
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
三
七
の
紹
介
に
よ
り
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
３
年
１
０
月
に
鈴
鹿
紀
よ
り
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ

れ
、
修
復
の
後
に
平
成
８
年
６
月
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

④
鈴
鹿
義
鯨
旧
蔵
書

宮
内
庁
書
陵
部
に
『
諸
家
蔵
書
目
録

』
（
明
治
写
）
に
は
義
鯨
所
蔵

の
蔵
書
の
一
部
が
記
さ
れ
る
。
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⑤
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
所
蔵

吉
田
神
社
鈴
鹿
家
文
書

『
明
治
大
学
博
物
館
目
録
』
第
３
号
（
昭
和
２
８
年
１
月
）
に
７
５

頁
、
同
第
４
号
（
昭
和
２
８
年
８
月
）
に
２
０
頁
に
及
ぶ
書
物
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
同
目
録
第
３
号
「
書
冊
橫
帳
の
部
」
だ
け
で
も
、

宗
教
１
０
冊
、
交
際
儀
礼
６
冊
、
江
戸
下
向
４
７
冊
、
学
芸
４
冊
、

年
貢
９
２
冊
、
土
地
２
７
冊
、
普
請
１
冊
、
商
業
９
冊
、
金
子
関
係

４
７
冊
、
治
安
３
冊
、
家
１
７
冊
、
雑
３
７
冊
が
記
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、
た
と
え
ば
、
第
３
号
目
録
「
書
状
の
部
」
「
学
芸
」
に
、
和
歌
、

土
佐
日
記
、
漢
詩
、
漢
文
、
狂
言
番
付
、
源
氏
物
語
な
ど
と
し
て
簡

易
に
記
さ
れ
る
資
料
と
、
第
４
号
所
載
の
「
学
芸
」
に
単
に
「
１
０

２

漢
詩
、
漢
文
、
和
歌
一
括

７
７
０
」
と
あ
る
の
は
、
日
本
文

学
研
究
の
立
場
か
ら
は
、
そ
の
一
点
一
点
を
資
料
と
し
て
数
え
る
の

で
漢
詩
、
漢
文
、
和
歌
だ
け
で
も
お
よ
そ
１
０
０
０
点
が
明
治
大
学

刑
事
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

⑥
鈴
鹿
長
雄
所
蔵
資
料

平
成
１
７
年
１
２
月
皇
學
館
大
学
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

⑦
そ
れ
以
外
に
も
、
連
胤
旧
蔵
『
榻
鴫
暁
筆
』
が
国
会
図
書
館
に

収
ま
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
地
で
の
所
蔵
が
確
認
で
き
る
。
特
に

連
胤
関
係
の
報
告
が
目
に
つ
く
。

報
告
者
が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
多
岐
に
わ
た
り
ほ
と
ん
ど
そ
の
復

元
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
い
く
つ
か
の
事
実
か
ら
「
古
典
書
写

伝
来
の
家
」
の
痕
跡
を
探
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
ず
鈴
鹿
家
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
こ
れ
は
鈴
鹿
三
七
が
『
勅
板
集
影
』

輪
違
の
紋
所
の
鈴
鹿
氏
の
蔵
書
印
を
紹
介
し
て
い
る
。

吉
田
家
の
「
古
典
書
写
の
伝
来
」
の
中
心
は
日
本
紀
で
あ
っ
た
。
で
は

鈴
鹿
家
は
日
本
紀
に
ど
う
向
か
い
合
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

鈴
鹿
三
七
が
編
集
し
た
『
勅
板
集
影
』
に
は
「
京
都
帝
国
大
学
付
属
図

書
館
本

日
本
紀
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
、

巻
首
青
蓮
院
宮
御
家
蔵
之
本
也
。
不
思
議
敬
芳
御
買
得
之
由
家
記
ニ

見
ユ

右
一
覧
之
序
為
後
勘
愚
毫
畢

天
保
十
四
年
七
月

隆
啓

の
識
語
が
あ
る
。
こ
の
敬
芳
は
鈴
鹿
一
族
で
、
明
和
８
年
に
８
０
歳
で
没

し
て
い
る
。
古
書
蒐
集
家
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
鈴
鹿
家
も
日
本
紀
に
は
格
別
の
思
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
顕
著
な
例
が
鈴
鹿
三
七
の
集
書
の
姿
勢
で
、
後
述
す
る
よ
う
に

三
七
は
か
な
り
の
量
の
日
本
紀
を
所
有
す
る
の
で
あ
る
。

４

鈴
鹿
連
胤
に
つ
い
て

鈴
鹿
家
歴
代
の
当
主
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
が
五
六
代

当
主
連
胤
（
つ
ら
た
ね
）
で
あ
る
。
特
に
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の

『
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
』
を
見
出
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

天
保
４
年
正
月
に
小
浜
の
国
学
者
、
伴
信
友
が
「
奈
良
人
某
ノ
蔵
テ
ル

古
本
」
で
あ
っ
た
異
本
「
今
昔
物
語
集
」
を
発
見
し
た
が
、
そ
の
後
連
胤

が
購
入
、
天
保
１
５
年
３
月
に
親
友
の
よ
し
み
か
ら
、
信
友
が
再
び
連
胤

所
蔵
と
帰
し
た
「
今
昔
物
語
集
」
を
実
見
し
て
い
る
。
こ
の
信
友
の
二
度

の
証
言
か
ら
、
こ
の
異
本
「
今
昔
物
語
集
」
は
、
連
胤
以
前
か
ら
鈴
鹿
家

に
伝
来
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
鈴
鹿
家
で
書
写
し
た
も
の
な
ど
で

も
な
く
、
奈
良
某
家
に
長
ら
く
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
連
胤
そ
の
人

が
購
入
し
た
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
鈴
鹿
家
歴
代
の
中
で
も

優
れ
た
目
利
き
で
あ
っ
た
。

ゆ
え
に
、
そ
の
事
績
を
「
異
本
今
昔
物
語
集

附
鈴
鹿
連
胤
略
伝
」
と

し
て
紹
介
し
た
三
七
は
、

自
分
は
菲
才
で
あ
り
な
が
ら
学
問
を
志
し
た
の
は
全
く
こ
の
曽
々
父

の
感
化
で
、
積
書
以
遺
子
孫
子
孫
未
必
能
読
と
古
人
が
い
つ
た
や
う

に
、
全
く
万
巻
の
遺
書
を
紙
魚
の
餌
に
与
へ
て
一
読
も
せ
ぬ
や
う
な

こ
と
で
は
誠
に
相
済
ま
ぬ
訳
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
本
来
の
鈴
鹿
家
の
「
古
書
伝
来
の
家
」
と
い
う

性
格
に
、
連
胤
の
古
書
蒐
集
の
あ
り
方
が
加
わ
り
、
そ
れ
を
「
後
継
」
す

る
意
識
を
強
く
持
つ
も
の
が
受
け
継
ぐ
、
と
い
う
新
た
な
「
家
の
学
」
が

鈴
鹿
家
に
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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し
か
も
、
そ
れ
は
近
世
期
ま
で
の
封
建
社
会
や
家
社
会
が
崩
壊
し
、
あ

ら
た
な
文
学
の
継
承
の
場
と
し
て
「
大
学
」
と
い
う
閥
が
誕
生
し
た
近
代

期
に
、
そ
れ
と
逆
行
す
る
か
の
よ
う
に
「
家
の
学
」
後
継
の
ス
タ
イ
ル
が

生
ま
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

連
胤
に
つ
い
て
は
佐
伯
有
義
氏
「
鈴
鹿
連
胤
翁
の
伝

」
（
明
治
３
４
年

『
全
国
神
職
会
会
報
』
第
２
７
号
）
が
あ
る
が
、
旧
稿
で
触
れ
た
の
で
、

こ
こ
に
旧
稿
か
ら
一
部
を
再
説
す
る
。

鈴
鹿
家
の
鼻
祖
は
、
壬
申
乱
で
死
亡
し
た
右
大
臣
中
臣
連
金
の
男
吉
子

連
で
、
そ
の
た
め
、
連
胤
も
中
臣
と
鈴
鹿
と
を
名
乗
っ
た
。
寛
政
７
年
１

０
月
２
９
日
に
生
ま
れ
る
。
父
は
隆
房
、
母
は
立
入
左
京
亮
経
康
の
娘
で

あ
る
。
幼
名
を
幸
松
、
号
は
誠
斎
、
舎
号
は
尚
褧
舎
。
父
の
隆
房
も
好
学

の
士
で
、
小
野
蘭
山
門
で
本
草
学
を
修
め
た
が
３
３
才
の
若
さ
で
世
を
去

り
、
同
族
鈴
鹿
通
益
を
後
見
と
し
て
、
祖
母
と
母
の
手
に
よ
り
育
て
ら
れ

た
。
前
掲
の
佐
伯
氏
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
祖
母
が
学
問
に
通
じ
、
子

守
歌
が
わ
り
に
「
大
学

」
「
中
庸
」
な
ど
を
口
授
し
た
と
こ
ろ
、
幼
き
連

胤
は
こ
れ
を
暗
誦
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
吉
田
家
の
儒
者
松
岡
仲
良
に

漢
籍
を
学
び
、
山
田
以
文
に
国
学
を
学
ん
だ
。
後
に
三
七
氏
が
山
田
以
文

関
係
の
書
籍
を
求
め
た
の
も
恐
ら
く
は
こ
こ
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

文
化
年
間
末
頃
、
す
な
わ
ち
２
０
歳
頃
に
近
村
岡
崎
の
香
川
景
樹
の
門
に

入
り
、
和
歌
を
学
ん
だ
。
手
元
不
如
意
の
景
樹
を
経
済
的
に
援
助
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
連
胤
の
和
歌
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
天
保
７
年
、

思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
吉
田
家
を
致
仕
し
、
以
後
学
問
に
身
を
委
ね
る
よ
う

に
な
っ
た
。
没
年
及
び
享
年
に
つ
い
て
は
、
各
辞
書
類
の
記
載
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
。
明
治
４
年
１
月
５
日
、
享
年
７
７
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、

こ
れ
は
連
胤
の
死
が
発
表
さ
れ
た
年
次
で
、
実
際
は
明
治
３
年
１
１
月
二

十
日
に
没
し
て
い
る
。
享
年
は
表
向
き
が
７
６
歳
で
あ
る
が
実
年
齢
は
７

２
歳
で
あ
っ
た
。
吉
田
家
よ
り
成
功
（
い
さ
を
）
霊
神
と
諡
号
さ
れ
た
。

経
歴
は
、
文
化
６
年
に
従
五
位
下
、
神
祇
権
少
祐
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
８

年
に
従
五
位
上
に
進
み
神
祇
少
祐
に
転
じ
、
同
９
年
に
筑
前
守
に
任
ぜ
ら

れ
、
神
祇
権
大
祐
に
進
む
。
た
め
に
筑
前
守
を
称
す
る
こ
と
も
多
い
。
同

十
三
年
吉
田
社
権
祝
、
正
五
位
下
に
進
む
。
文
政
元
年
に
は
卜
部
に
改
姓
。

こ
れ
は
亀
卜
の
行
事
に
参
加
す
る
た
め
中
臣
姓
か
ら
卜
部
へ
と
改
め
た
の

で
、
同
七
年
に
は
中
臣
姓
に
復
し
て
い
る
。
こ
の
改
姓
、
復
姓
は
計
四
度

に
及
ん
で
い
る
。
同
年
に
従
四
位
下
、
天
保
四
年
権
少
副
、
天
保
７
年
に

吉
田
家
を
致
仕
し
『
神
社
覈
録
』
編
纂
に
専
念
す
る
が
、
同
九
年
に
従
四

位
上
、
安
政
元
年
に
正
四
位
下
、
吉
田
社
正
禰
宜
、
同
年
６
月
吉
田
社
権

預
、
慶
応
２
年
に
従
三
位
に
進
ん
で
い
る
。
鈴
鹿
家
は
代
々
正
四
位
下
を

最
上
と
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
連
胤
は
自
分
が
従
三
位
に
ま
で
進
ん
だ

こ
と
に
大
い
に
感
激
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

吉
田
神
社
の
経
営
復
興
に
私
費
を
投
じ
、
春
秋
二
期
の
官
祭
復
古
に
務
め

た
功
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

神
道
関
係
の
業
績
で
は
、
や
は
り
後
半
生
を
費
や
し
た
『
神
社
覈
録
』

を
筆
頭
に
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
天
保
七
年
に
編
輯
を
決
意
、

明
治
３
年
に
成
稿
、
延
喜
式
内
の
神
社
を
中
心
に
、
式
外
の
著
名
な
神
社

を
も
加
え
て
、
多
く
の
史
籍
を
渉
猟
し
て
国
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
記

述
の
不
統
一
も
し
く
は
脱
文
、
引
用
書
目
の
不
適
切
な
ど
の
指
摘
は
あ
る

も
の
の
、
そ
の
精
細
な
考
証
は
「
世
の
学
者
之
を
尊
重
せ
ざ
る
は
な
し
」

（
明
治
３
５
年
版
『
神
社
覈
録
』
跋
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻

一
の
「
神
名
帳
」
総
説
も
「
諸
国
の
神
名
帳
も
、
現
存
す
る
も
の
は
悉
く

之
を
収
載
せ
ら
れ
た
り

」
（
同
右
）
と
評
さ
れ
、
愛
媛
大
学
鈴
鹿
文
庫
に

も
多
く
の
「
神
名
帳
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
私
費
を
投
じ
て

大
和
、
河
内
の
皇
陵
を
踏
査
し
、
三
條
実
万
、
柳
原
光
愛
、
戸
田
大
和
守
、

谷
森
善
臣
ら
と
復
旧
に
務
め
、
前
述
の
吉
田
神
社
復
興
と
祭
礼
の
復
活
に

尽
力
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
踏
査
記
録
は
焼
け
て
し
ま
っ
た

ら
し
く
、
愛
媛
大
学
鈴
鹿
文
庫
に
は
わ
ず
か
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。

勤
王
の
志
士
と
も
交
わ
り
が
深
く
、
吉
田
松
陰
の
「
留
魂
録
」
に
は
連

胤
と
そ
の
子
の
長
存
が
記
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
他
に
小
林
民
部
大
輔
、

西
川
善
六
、
小
河
弥
右
衛
門
、
矢
野
玄
道
、
八
田
知
紀
ら
と
の
交
わ
り
が

深
か
っ
た
が
、
子
孫
に
災
い
の
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
て
悉
く
焼
き
捨
て
た
ら

し
く
、
愛
媛
大
学
鈴
鹿
文
庫
に
も
ほ
と
ん
ど
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

連
胤
の
素
行
及
び
性
格
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
一
癖
あ
る
人
物
で
あ
っ

て
、
三
七
氏
が
懐
か
し
く
偲
ば
れ
て
い
る
。

曽
々
父
は
平
素
独
歩
の
時
に
は
、
深
き
漆
塗
の
笠
を
被
り
、
冬
期
は

毛
の
附
着
し
て
ゐ
る
猪
沓
を
履
き
、
頗
る
異
様
な
風
で
あ
つ
た
。
全

体
着
衣
に
つ
い
て
は
無
頓
着
で
、
他
出
の
折
な
ど
強
い
て
着
替
を
勧

め
る
と
之
を
着
は
す
る
も
の
ゝ
帰
宅
後
も
そ
の
ま
ゝ
で
あ
つ
て
紋
付

羽
織
の
袖
で
口
の
辺
を
拭
ふ
な
ど
随
分
家
人
を
困
ら
せ
て
平
然
た
る

も
の
で
あ
つ
た
。
道
中
で
驟
雨
に
遇
つ
て
も
決
し
て
歩
を
ゆ
る
め
る

事
は
し
な
か
つ
た
事
な
ど
は
今
尚
実
見
者
の
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

他
に
も
所
領
地
の
四
方
に
地
蔵
を
安
置
し
水
田
を
守
ら
せ
た
り
、
一
子

が
痘
瘡
を
病
ん
だ
際
に
、
妻
が
内
密
で
僧
侶
に
祈
祷
を
頼
ん
だ
折
に
帰
宅

し
た
彼
は
、
仏
供
を
蹴
散
ら
し
大
喝
し
た
と
い
う
話
も
残
さ
れ
て
い
る
。

学
問
態
度
も
こ
れ
ま
た
尋
常
で
は
な
く
、
九
人
の
子
女
を
膝
に
か
き
抱

く
こ
と
な
く
明
暮
書
斎
に
引
き
こ
も
り
、
こ
と
学
問
の
談
話
に
及
べ
ば
、

幼
子
を
連
れ
て
い
よ
う
と
時
を
忘
れ
て
長
談
義
に
没
頭
し
、
戦
火
が
迫
っ

て
い
て
も
読
書
三
昧
に
耽
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

当
然
、
か
か
る
人
物
に
は
同
好
の
諸
子
が
群
が
り
、
そ
の
交
際
範
囲
は

広
く
、
そ
れ
が
蔵
書
の
豊
富
さ
と
も
無
縁
で
は
あ
り
え
な
い
。
連
胤
は
佐

々
木
竹
苞
楼
の
顧
客
で
、
お
も
に
研
究
上
の
書
物
を
か
の
書
肆
か
ら
入
手

し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
は
柳
原
、
西
三
條
の
両
家
か
ら
古
記
録
を
借

り
出
し
、
そ
の
書
写
に
務
め
た
。
ま
た
、
穂
井
田
忠
友
、
伴
信
友
、
六
人

部
是
香
は
最
も
昵
懇
で
あ
っ
た
よ
う
で

、
「
な
ら
や
」
と
称
さ
れ
て
正
倉

院
文
書
の
整
理
で
名
高
い
忠
友
は
、
稀
書
珍
籍
を
通
報
し
、
そ
の
影
写
を

も
た
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
奈
良
某
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
「
異

本
今
昔
物
語
」
が
、
信
友
が
一
覧
し
た
後
に
連
胤
の
手
に
帰
す
の
も
こ
う

い
っ
た
事
情
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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そ
の
膨
大
な
書
物
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
借
覧
を
許
可
し
て
い
た
よ
う
で
、

田
中
教
忠
は
「
同
卿
（
筆
者
注
、
連
胤
）
ノ
蔵
書
ヲ
自
由
ニ
閲
覧
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
借
覧
ス
ル
コ
ト
ス
ラ
許
サ
レ
タ
リ
」
と
感
激
を

も
っ
て
自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
他
ニ
於
テ
モ
熱
心
ノ
希
望
者

ニ
対
シ
テ
ハ
愛
蔵
ノ
珍
書
モ
貸
与
ヲ
乞
フ
ニ
快
諾
ア
リ
シ
コ
ト
近
世
ノ
愛

蔵
家
ノ
通
例
ニ
非
ザ
ル
ヲ
追
想
シ
テ
記
之
」
と
評
し
て
い
る
（
「
田
中
教

忠
翁
追
懐
記
」
、
前
掲
「
異
本
今
昔
物
語
集
」
所
収
）
。
事
実
、
頼
山
陽
が

『
日
本
外
史
』
執
筆
に
際
し
、
連
胤
よ
り
書
物
を
借
り
出
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
愛
媛
大
学
鈴
鹿
文
庫
の
中
核
を
な
す
連
胤
に
つ
い
て

略
記
し
た
が
、
連
胤
の
文
事
及
び
そ
の
蔵
書
を
考
え
る
に
は
、
研
究
上
に

必
要
な
書
籍
の
収
集
、
柳
原
や
西
三
條
両
家
の
古
記
録
の
書
写
、
皇
陵
調

査
記
録
、
知
己
の
縁
か
ら
の
収
書
、
桂
園
派
和
歌
資
料
の
五
方
面
の
活
動

を
ひ
と
ま
ず
押
さ
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
と
は
そ
の
よ
う
に
簡
単
で
は

な
い
。
前
掲
記
事
に
お
い
て
佐
伯
氏
が
「
然
る
に
そ
の
書
嘗
て
官
命
よ
り
、

数
百
巻
の
蔵
書
と
共
に
左
院
に
出
だ
し
お
き
し
に
、
皇
宮
炎
上
の
時
類
焼

せ
し
は
、
か
へ
す

く
も
口
惜
し
き
こ
と
に
な
む
」
と
証
言
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る

。
「
数
百
巻
」
を
少
し
差
し
引
い
た
上
で
、
こ
の
言
が
正
し
い

と
す
れ
ば
、
愛
媛
大
学
鈴
鹿
文
庫
本
以
外
に
も
、
さ
ら
に
連
胤
所
蔵
の
書

物
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
書
物
は
、
恐
ら
く

は
皇
陵
調
査
記
録
と
柳
原
、
西
三
條
家
所
持
の
古
記
録
類
が
多
く
含
ま
れ

た
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
焼
失
し
た
書
物
を
想
定
す
る
と
い
う
困
難
を

脳
裡
に
入
れ
な
が
ら
、
連
胤
の
蔵
書
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。最

後
に
鈴
鹿
三
七
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
連
胤
の
交
友
を
、
前
述
と
の
重
複

を
避
け
て
列
記
し
て
お
く
。
矢
野
玄
道
、
岡
崎
修
蔵
、
賀
川
玄
吉
、
北
浦

定
政
、
西
川
幸
輔
、
羽
田
野
敬
雄
、
御
巫
清
直
、
頼
杏
坪
夫
妻
、
小
河
一

敏
、
狩
谷

蜒
斎
、
平
田
篤
胤
、
屋
代
弘
賢
、
黒
川
春
村
、
木
村
正
辞
、
戸

田
保
遠
、
中
西
久
受
で
あ
る
。
ま
た
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
巻
二
、
四

も
連
胤
が
入
手
し
て
以
来
次
第
に
流
布
し
（
川
瀬
一
馬
氏
「
古
辞
書
の
研

究
」
）
、
江
戸
で
流
布
し
た
の
は
連
胤
と
木
村
正
辞
の
筆
写
に
負
う
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

連

胤

の

肖

像

画

、

お

よ

び

蔵

書

印

「

尚

褧

舎

」

の

図

版

を

掲

げ

て

お

く

。

５

鈴
鹿
三
七
に
つ
い
て

鈴
鹿
一
族
に
あ
っ
て
、
近
代
期
に
な
っ
て
も
「
古
典
書
写
伝
来
の
家
」

の
姿
勢
を
守
っ
た
の
は
鈴
鹿
三
七
（
１
８
８
７
―
１
９
６
７
）
で
あ
っ
た
。

そ
の
蔵
書
が
現
在
愛
媛
大
学
鈴
鹿
文
庫
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

総
数
７
４
３
２
点
。
三
七
は
明
治
２
１
年
京
都
生
、
大
正
２
年
京
都
帝

国
大
学
卒
業
、
武
道
専
門
学
校
、
大
谷
大
学
、
京
都
附
属
図
書
館
嘱
託
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
皇
學
館
大
学
を
歴
任
し
た
。
代
表
的
編

著
に
『
勅
板
集
影

』
『
北
村
季
吟
著
作
集
』
が
あ
り
、
恩
師
の
吉
澤
義
則

の
名
で
出
さ
れ
た
『
日
本
古
刊
書
目
』
も
知
ら
れ
て
い
る
。
書
誌
学
の
大

家
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
人
は
「
書
誌
学
」
で
は
な
く
「
古

書
学
」
を
以
て
自
認
し
て
い
た
。

愛
媛
大
学
に
入
っ
た
経
緯
及
び
文
庫
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
小
泉
道
は

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
『
図
書
館
だ
よ
り
』

４
号
。
昭
和
５
３
年
３
月
）
。

連
胤
の
四
代
あ
と
が
三
七
氏
で
、
京
都
大
学
で
国
文
学
を
専
攻
し
て
皇

學
館
教
授
な
ど
を
歴
任
、
関
西
の
書
誌
学
の
開
拓
者
と
称
さ
れ
て
関
係

著
書
も
多
く
、
昭
和
四
十
二
年
に
七
十
九
歳
で
逝
去
。
そ
の
夫
人
が
元

本
学
図
書
館
長
井
手
淳
二
郎
先
生
の
令
妹
に
当
た
る
と
い
う
縁
も
あ
っ

て
、
そ
の
蔵
書
が
本
学
に
一
括
購
入
（
一
部
寄
贈
）
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
を
「
鈴
鹿
文
庫
」
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

１
、
神
道
・
国
史
関
係
で
は
、
卜
部
神
道
の
家
系
な
る
が
ゆ
え
に
質

料
と
も
揃
い

、
「
日
本
書
紀
」
「
中
臣
祓

」
「
古
語
拾
遺
」
の
写
本

や
版
本
は
特
筆
に
値
す
る
。

２
、
景
樹
を
中
心
と
す
る
和
歌
資
料
。

３
、
物
語
、
小
説
、
日
記
随
筆
類
の
写
本
、
版
本
。

４
、
書
誌
学
関
係
。
ま
た
、
各
資
料
の
伝
来
の
三
七
氏
自
身
の
メ
モ

５
、
そ
の
他

こ
の
小
泉
の
指
摘
以
外
に
も
鈴
鹿
三
七
の
集
書
に
は
稀
書
が
多
い
。
い

く
つ
か
例
を
あ
げ
れ
ば
、
旧
西
荘
文
庫
本
『
日
次
紀
事

』
、
蒹
葭
堂
旧
蔵

の
西
順
自
筆
『
夫
木
和
歌
抄
抜
書

』
、
宋
版
、
春
日
版
、
枝
直
自
筆
『
古

今
集
序
』
、
長
雅
『
奉
納
千
種
和
歌
』
、
『
演
義
俠
義
伝
』
な
ど
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
く
、
範
囲
も
日
本
紀
、
古
語
拾
遺
か
ら
狂
歌
狂
詩
、
桂
園
歌
人

の
草
稿
ま
で
幅
広
い
。
愛
媛
大
学
図
書
館
が
画
像
を
順
次
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
し
て
い
る
。http://w

w
w

.lib.ehim
e-u.ac.jp/SU

ZU
K

A
/ichiran.htm

l
三

七

が

も

っ

と

も

影

響

を

受

け

た

の

は

曾

祖

父

鈴

鹿

連

胤

（

寛

政

７

(1795
)

年
―
明
治
３(1871

）
）
で
あ
り
、
三
七
み
ず
か
ら
「
異
本
今
昔
物

語
抄

」
（
大
正
９
年
刊
）
に
「
鈴
鹿
連
胤
略
伝
」
を
付
し
て
刊
行
し
て
い

る
。
こ
れ
は
連
胤
没
後
５
０
年
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
る
。
限
定
１
５
０

部
、
巻
頭
に
連
胤
の
自
筆
と
肖
像
を
掲
げ
、
田
中
教
忠
翁
の
追
懐
記
を
載

せ
、
連
胤
の
友
人
の
詩
人
、
北
脇
淡
水
の
命
名
に
よ
る
舎
号
「
尚
褧
舎
」

の
印
を
捺
し
、
緒
言
に
「
京
都
神
楽
岡
西
麓
尚
褧
舎
に
て

鈴
鹿
三
七
識
」

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/SUZUKA/ichiran.html
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と
記
す
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
曽
々
父
へ
の
追
慕
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
た
め
、
三
七
の
集
書
に
は
「
古
典
書
写
伝
来
の
家
」
を
意
識
し
た

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
数
点
を
指
摘
す
る
。

鈴
鹿
文
庫
に
は
、
『
神
道
大
意
』
（
兼
直
）
、
『
神
道
大
意
』
（
兼
倶
）
、
『
唯

一
神
道
名
法
要
集
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
卜
家
三
部
大
意
」

と
称
さ
れ
（
『
吉
田
叢
書
』
）
、
吉
田
神
道
に
と
っ
て
は
必
須
の
書
物
で
あ

り
、
当
然
な
が
ら
鈴
鹿
家
は
所
持
す
る
「
義
務
」
が
あ
っ
た
書
物
群
で
あ

る
。
三
七
は
そ
の
す
べ
て
を
所
有
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
近
代
を

生
き
、
神
職
に
就
い
た
わ
け
で
は
な
い
三
七
が
こ
れ
ら
の
吉
田
三
部
書
を

揃
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
主
家
の
吉
田
神
道
は

見
る
も
無
惨
で
、
そ
の
蔵
書
が
流
出
し
て
る
状
態
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
で
あ
る
。

し
か
し
、
三
七
は
吉
田
家
の
書
物
を
集
め
た
。
そ
の
営
み
か
ら
は
、
す

で
に
崩
壊
し
て
い
た
吉
田
家
ー
鈴
鹿
家
の
蔵
書
管
理
を
、
近
代
に
な
っ
て

も
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
虚
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
神
楽
岡

文
庫
と
世
に
羨
ま
れ
、
古
典
書
写
伝
来
の
家
と
讃
え
ら
れ
た
鈴
鹿
文
庫
は

散
佚
す
る
中
に
あ
っ
て
、
三
七
は
そ
れ
ら
を
集
め
た
の
で
あ
っ
た
。

三
七
の
吉
田
家
関
係
の
お
も
な
書
籍
を
列
挙
す
る
。

○
『
倭
国
軍
記
』

写
本

１
冊

吉
田
兼
倶
著
『
倭
国
軍
記
』
を
山
田
以
文
が
所
持
し
て
い
た
も
の
。

○
『
卜
部
家
行
事
法
神
宝
図
抄
』
写
本
１
冊

○
『
三
元
十
八
神
道
次
第
』
写
本
１
冊

○
『
吉
田
服
忌
令
』
写
本

１
冊

○
『
神
祇
正
宗
秘
要
』
写
本

１
冊

○
『
神
名
帳
』

写
本

２
冊

兼
俱

○
『
吉
田
社
旧
記
』

近
代

○
『
吉
田
社
法
楽
歌
』
写
本

１
冊

さ
ら
に
、
吉
田
家
の
家
の
学
で
あ
っ
た
日
本
紀
関
係
は
、

○
『
日
本
紀
』

４
８
本

○
『
中
臣
祓
（
抄
）
』

２
１
本

○
『
古
語
拾
遺
』

１
５
本

が
所
有
さ
れ
て
い
る
。
数
え
方
次
第
で
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
に
せ
よ
、

近
世
期
の
版
本
や
写
本
を
中
心
に
、
こ
の
同
じ
本
を
複
数
本
揃
え
て
み
せ

る
と
こ
ろ
に
、
も
は
や
三
七
の
執
念
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
志
向
が
認

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
志
向
の
淵
源
が
鈴
鹿
家
の
「
古
典
書

写
伝
来
の
家
」
と
し
て
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
憧
憬
と
、
そ
の
後
継
者
と

し
て
の
自
負
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
今
日
で
は
否
定
的
な
見
方
が
多
い
が
、
『
徒
然
草
』
作
者
の
「
吉

田
兼
好
」
は
吉
田
一
統
で
あ
る
こ
と
が
ま
こ
し
や
か
に
語
ら
れ
て
い
た
。

近
世
期
に
は
さ
ら
な
る
偽
書
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
作
が
『
種
生
伝
』

（
正
徳
２
年
刊
）
で
あ
り
、
三
七
は
こ
の
本
も
蒐
集
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
吉
田
家
に
は
多
く
の
門
人
が
お
り
、
そ
の
中
で
は
言
説
家
と

し
て
名
声
の
あ
る
人
物
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
神
道
講
釈
で
異
彩
を
放
つ

増
穂
残
口
（
明
暦
元
年
―
寛
保
２
年
）
は
そ
の
一
人
で
、
思
想
家
と
し
て

も
戯
作
者
と
し
て
も
有
名
な
人
物
で
、
著
作
も
多
く
後
世
へ
の
影
響
も
強

い
。
豊
後
出
身
で
、
似
切
斎
、
最
中(

最
仲)

、
大
和
と
も
名
乗
っ
た
。
著

書
の
『
艶
道
通
鑑
』
は
、
神
道
、
思
想
、
色
道
の
面
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
伝
記
や
生
涯
は
中
野

三
敏
『
江
戸
狂
者
伝
』
に
詳
し
い
が
、

享
保
５
年
頃
に
吉
田
家
の
門
人
と
な

っ

て

朝

日

神

明

宮

の

宮

司

と

な

っ

た
。
そ
の
た
め
か
三
七
は
所
謂
「
残

口
八
部
書
」
の
う
ち
『
異
理
和
理
合

鏡
』（
享
保
元
年
）『
直
路
の
常
世
草
』

（
享
保
２
年
刊
）『
神
国
加
魔
祓
』（
享

保
３
年
刊
）
『
つ
れ
づ
れ
東
雲
』
（
享

保
３
年
刊
）
『
死
出
の
田
分
言
』
（
享

保
４
年
刊
）
を
所
有
し
て
い
た
。

ま
た
行
方
不
明
だ
っ
た
増
穂
残
口

の
墓
を
最
初
に
発
見
し
た
の
も
三
七

で
あ
っ
た
（
「
増
穂
残
口
墓
碑
發
見
」

（
『

清

閑

』

１

１

号

、

昭

和

１

６

年

１
１
月
）
。
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６

鈴
鹿
家
の
副
本
作
成
ー
『
新
撰
字
鏡
』
を
中
心
に—

大
槻
文
彦
は
古
書
の
複
製
や
複
本
の
重
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

珍
書
は
必
ず
複
本
を
作
り
て
、
異
所
に
蔵
し
置
か
ず
ん
ば
あ
る
べ
か

ら
ず
。
然
ら
ず
し
て
、
火
災
に
遇
ひ
、
影
も
形
も
失
は
れ
し
事
、
其

例
多
か
り
、
火
災
の
外
に
、
蠧
害
も
あ
り
、
珍
本
を
蔵
す
る
人
に
は
、

秘
し
て
人
に
示
さ
ず
、
或
は
写
さ
む
こ
と
を
乞
ふ
者
あ
れ
ど
も
許
さ

ず
と
い
ふ
弊
往
々
あ
り
。
心
得
違
の
極
な
り
。
余
は
珍
本
を
得
れ
ば
、

我
よ
り
同
好
の
人
に
示
し
て
複
写
を
勧
む
る
こ
と
と
し
て
居
る
な

り
。
火
災
の
事
は
措
き
て
蠧
害
に
就
き
て
一
例
を
述
べ
む
。

写
真
や
コ
ピ
ー
が
な
い
時
代
、
貴
書
に
と
っ
て
も
っ
と
も
恐
怖
で
あ
っ

た
の
は
火
災
に
よ
る
紛
失
で
あ
っ
た
。
冷
泉
家
が
火
災
を
も
っ
と
も
恐
れ
、

て
い
た
逸
話
が
有
名
だ
が
、
大
槻
文
彦
の
よ
う
な
意
識
を
も
つ
コ
レ
ク
タ

ー
が
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

で
は
、
大
槻
の
言
う
「
複
本

」
（
本
報
告
で
は
副
本
で
統
一
）
と
は
い

か
な
条
件
を
備
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
所
詮
は
「
本
」
で
あ
る
の
で
、
内
容
が
伝
わ
れ
ば
よ
い
、
逆
に

言
え
ば
難
解
な
旧
字
体
よ
り
は
通
行
字
体
で
書
写
さ
れ
て
も
よ
い
、
と
い

う
考
え
方
が
あ
ろ
う
。

一
方
で
は
、
写
真
や
コ
ピ
ー
の
代
わ
り
な
の
で
、
限
り
な
く
原
本
の
複

写
に
努
め
る
、
文
字
配
置
や
、
時
に
は
虫
損
の
跡
ま
で
も
忠
実
、
正
確
に

複
写
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
考
え
方
が
あ
ろ
う
。

後
者
の
立
場
に
立
て
ば
、
筆
と
職
人
芸
だ
け
で
、
虫
損
ま
で
含
め
て
ど

こ
ま
で
複
写
で
き
れ
ば
合
格
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

鈴
鹿
家
は
「
古
典
書
写
伝
来
の
家
」
と
言
わ
れ
た
が

、
「
書
写
の
家
」

と
呼
ば
れ
る
に
は
ど
の
程
度
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
槻
文
彦
の
文
章
に
は
続
き
が
あ
る
。
大
槻
が
副
本
の
重
要
性
の
例
と

し
て
語
っ
て
い
る
の
が
『
新
撰
字
鏡
』
で
あ
り
、
そ
の
副
本
作
成
に
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
の
が
鈴
鹿
連
胤
で
あ
る
。

そ
こ
で
『
新
撰
字
鏡
』
の
連
胤
作
成
の
副
本
を
通
し
て
、
鈴
鹿
家
の
「
家
」

の
技
を
探
っ
て
み
た
い
。

『
新
撰
字
鏡
』
は
昌
住
撰
の
１
２
巻
の
漢
和
辞
書
。
１
０
世
紀
初
頭
に

成
立
し
、
漢
字
を
部
首
で
分
類
、
そ
の
発
音
や
意
味
を
和
訓

(

万
葉
が
な)

で
説
明
す
る
と
い
う
現
存
最
古
の
辞
書
で
、
３
０
０
０
語
以
上
を
載
せ
て

い
る
。

長
く
存
在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
村
田
春
海
が
抄
録
本
（
和
訓
の

注
の
あ
る
語
だ
け
を
抜
き
出
し
た
も
の
、
３
巻
）
を
見
つ
け
、
幕
末
に
完

本
天
治
本
が
見
つ
け
ら
れ
た
。

鈴
鹿
連
胤
は
こ
の
天
治
本
新
撰
字
鏡
の
発
見
と
、
そ
の
副
本
作
成
に
大

き
く
寄
与
し
た
の
で
あ
っ
た
。

『
新
撰
字
鏡
』
は
１
０
世
紀
に
成
立
し
た
古
書
の
中
で
も
か
な
り
古
い

古
書
で
あ
る
。
そ
の
転
写
本
が
天
治
元
年
（
西
暦
で
１
１
２
４
年
）
で
原

本
成
立
か
ら
２
０
０
年
以
上
経
っ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
古
書
た

る
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
。
連
胤
以
前
に
は
、
抄
録
本
と
し
て
一
端
が
知

ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
連
胤
が
天
治
本
の
巻
２
と
巻
４
を
入
手

し
て
か
ら
、
に
わ
か
に
『
新
撰
字
鏡
』
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
『
新
撰
字
鏡
』
が
書
写
さ
れ
た
。
そ
の
書
写
物
を
通
観
す
れ
ば
原
本

に
近
い
も
の
か
ら
、
か
な
り
自
由
に
写
し
た
も
の
ま
で
幅
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
連
胤
の
情
熱
が
残
り
の
天
治
本
発
見
に
つ
な
が
り
、
現
在
は
宮
内
庁

書
陵
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
経
緯
は
諸
書
に
記
さ
れ
る
が
、
年
次
的
に
概
観
し
て
み
た
い
。

１
０
世
紀
初
頭

『
新
撰
字
鏡
』
成
立
す
る
も
長
く
完
本
が
見
つ
か
ら

な
い
。

天
治
１
年

法
隆
寺
で
書
写
さ
れ
る
も
後
に
散
佚

寛
永
こ
ろ

抄
録
本
の
１
本
が
発
見
さ
れ
る

宝
暦
１
３
年

村
田
春
海
が
抄
録
本
発
見
、
以
後
抄
録
本
の
書
写
拡
散

享
和
３
年

丘
岬
俊
平
が
刊
行
す
る
も
１
巻
の
み
。

（
群
書
類
従
も
１
巻
の
み
）

文
政
年
間

鈴
鹿
連
胤
が
天
治
古
写
本
の
巻
２
と
巻
４
を
入
手

嘉
永
７
年

８
月
１
１
日
、
連
胤
が
刊
本
と
校
合
「
以
十
二
巻
本
校
合

了
」
（
大
和
文
華
館
鈴
鹿
文
庫
）

安
政
２
年

１
２
月
、
連
胤
が
巻
２
と
巻
４
の
副
本
作
成

（
現
存
、
愛
媛
大
学
）

安
政
３
年

連
胤
が
摂
州
西
成
郡
の
岸
田
忠
兵
衛
が
残
り
天
治
本
１
０

巻
を
所
有
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
る
。

安
政
４
年

連
胤
が
巻
１
１
の
副
本
作
成
（
愛
媛
大
学
）

安
政
中

伴
信
友
が
連
胤
所
蔵
の
巻
２
、
４
を
書
写

安
政
５
年

黒
川
春
村
が
天
治
本
１
２
巻
を
書
写
、
世
に
知
ら
れ
る
。

安
政
６
年

木
村
正
辞
が
複
本
作
成

明
治
１
３
年

岸
田
家
所
蔵
の
１
０
巻
が
東
京
帝
室
博
物
館
に
、
続
い

て
連
胤
所
持
の
２
巻
も
鈴
鹿
義
鯨
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ

る
。
し
か
し
、
虫
害
は
げ
し
く
、
そ
の
汚
損
を
木
村
正
辞

本
で
補
う
必
要
が
あ
っ
た
。

連
胤
の
時
代
で
も
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
は
７
０
０
年
を
経
た
古
書
で

あ
っ
た
。
虫
損
や
破
損
が
激
し
い
。
連
胤
と
そ
の
周
辺
は
慎
重
に
『
新
撰

字
鏡
』
を
書
写
す
る
の
だ
が
、
分
量
が
多
い
う
え
に
難
解
で
あ
る
の
で
、

そ
の
書
写
作
業
は
困
難
を
極
め
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
に
連
胤
が
作
成
し
た
副
本
が
現
在
二
種
類
確
認
で
き
る
。
一
つ

は
、
大
和
文
華
館
鈴
鹿
文
庫
現
存
本
で
あ
る
。
巻
２
と
巻
４
の
二
冊
で
、

表
紙
に
「
法
隆
寺
新
撰
字
鏡

共
二
冊
」
と
あ
り
、
尚
褧
舎
印
が
捺
さ
れ

て
い
る
。
巻
２
と
４
の
組
み
合
わ
せ
は
、
当
然
な
が
ら
連
胤
が
所
持
し
て

い
た
天
治
本
の
巻
で
あ
る
の
で
、
連
胤
作
成
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
こ
の
大
和
文
華
館
鈴
鹿
文
庫
本
は
原
本
の
忠
実
な
複
製
で
は
な
く
、

語
を
上
下
に
綺
麗
に
整
理
し
、
見
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
使
い
や
す
く
編
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集
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
本
が
愛
媛
大
学
鈴
鹿
文
庫
本
『
新
撰
字
鏡
』
で
あ
る
。
篇
立
、

巻
１
・
２
・
４
・
１
２
の
５
冊
で
あ
る
。
巻
末
に
、

安
政
二
年
乙
卯
十
有
二
月

中
臣
朝
臣
連
胤

と
あ
り
、
続
け
て
「
再
書
新
撰
字
鏡
後
」
と
し
て
、

安
政
四
年
丁
巳
二
月

と
あ
っ
て
、
夙
に
鈴
鹿
三
七
が
図
版
付
き
で
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
愛
媛
大
学
鈴
鹿
文
庫
本
『
新
撰
字
鏡
』
を
原
本
と
比
較
し
て
み
る

（
な
お
原
本
は
破
損
激
し
く
閲
覧
で
き
な
い
の
で
、
大
正
５
年
の
複
製
に

拠
る
）
。

巻
２
の
末
尾
は
三
七
の
論
文
に
原
本
の
図
影
が
載
る
。
字
が
や
や
ゆ
が

み
、
い
く
つ
か
の
虫
損
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
が
大
正
５
年
の
複
製
で
は
、

と
な
っ
て
い
る
。
虫
損
の
部
分
が
補
訂
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
胤
作
成
の
副
本
で
は
次
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い

る
。す

な
わ
ち
、
大
正
５
年
の
六
合
館
の
複
製
は
、
複
製
を
謳
い
な
が
ら
も

「
補
訂
」
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
対
し
て
連
胤
作
成
の
本
文
は
、

原
本
に
「
忠
実
」
な
複
製
で
あ
る
。
近
代
の
写
真
複
製
よ
り
も
、
安
政
２

年
の
連
胤
の
「
手
作
り
」
複
製
の
方
が
圧
倒
的
に
レ
ベ
ル
が
高
い
。

も
う
一
例
を
見
て
み
る
。

大
正
複
製
で
は
、

「

明

ら

か

に
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と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
虫
損
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
が
奇
麗
に
補

訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
よ
う
に
原
本
が
閲
覧
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
時
、
現
代
技
術
で
あ

る
写
真
複
製
と
、
レ
ト
ロ
な
鈴
鹿
家
の
職
人
芸
、
ど
ち
ら
が
有
効
で
あ
ろ

う
か
。

鈴
鹿
家
の
職
人
芸
の
好
例
と
し
て

、
『
今
昔
物
語
集
』
の
副
本
作
成
に

も
触
れ
て
お
く
。

京
都
大
学
蔵
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
に
は
副
本
が
あ
る
。
現
在
大
和
文
華

館
鈴
鹿
文
庫
蔵
で
あ
る
。
こ
の
副
本
に
つ
い
て
は
酒
井
憲
二
は
「
鈴
鹿
連

胤
の
も
の
な
ら
ん
」
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
５
年
１
２
月
か
ら
翌
年
８
月
に
出
た
『
新
訂
増
補
国

史
大
系
』
は
こ
の
副
本
を
「
鈴
本
」
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
校
訂

者
丸
山
二
郎
と
片
寄
正
義
は
「
鈴
鹿
三
七
氏
が
作
ら
れ
た
副
本
」
と
記
し

て
い
る
。

連
胤
で
あ
ろ
う
と
、
三
七
で
あ
ろ
う
と
鈴
鹿
家
が
古
書
の
副
本
作
成
に

長
け
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
梅
谷
繁
樹
は

三
七
作
成
は
過
ち
で
あ
っ
て
、
連
胤
作
成
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
に
大
和
文
華
館
本
『
今
昔
物
語
集
』
の
装
丁
は
同
館
所
蔵

の
『
新
撰
字
鏡
』
に
似
て
お
り
、
さ
ら
に
は
『
字
鏡
』
に
も
似
て
い
る
。

そ
の
『
字
鏡
』
に
は

右
字
鏡
四
冊
并
附
録
一
冊
原
縦
一
尺
三
寸
二
分
横
九
寸
七
分
之
大
本

也
。
今
度
以
便
宜
令
縮
写
畢

安
政
二
年
三
月
十
五
日

中
臣
連
胤

と
あ
る
。
装
丁
の
類
似
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
副
本
作
成
者
を
連
胤

だ
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
鈴
鹿
家
は
単
に
古
書
蒐
集
に
注
力
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
伝
来
や
書
写
に
も
努
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
様
子
を
三
七
は
、

古
来
の
記
録
類
等
は
柳
原
・
西
三
條
家
な
ど
の
堂
上
家
か
ら
借
用
し

て
筆
写
せ
し
め
、
絶
え
ず
二
三
の
人
々
は
そ
の
筆
耕
を
内
職
に
し
て

ゐ
た
の
で
あ
る
、
曾
祖
父
は
こ
ん
な
主
義
の
蔵
書
家
で
あ
つ
た

と
記
し
て
い
る
。
鈴
鹿
家
の
蔵
書
に
は
、
連
胤
ら
が
作
成
し
た
副
本
が
多

く
混
じ
っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
、
大
和
文
華

館
鈴
鹿
文
庫
に
も
連
胤
が
関
わ
っ
た
古
書
副
本
が
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。

現
代
の
感
覚
で
言
え
ば
、
し
ょ
せ
ん
は
幕
末
書
写
の
あ
り
き
た
り
の
新
写

本
で
関
心
が
高
ま
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

、
『
新
撰
字
鏡
』
の

よ
う
に
原
本
の
破
損
が
激
し
く
閲
覧
が
ま
ま
な
ら
な
い
も
の
は
、
連
胤
の

副
本
が
ど
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
連
胤
副
本
が
鈴

鹿
三
七
の
手
に
帰
し
た
こ
と
も
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
こ
に
「
古
典
書

写
伝
来
の
家
」
の
係
累
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
卓
抜
し
た
「
古
典
書
写
伝
来
の
家
」
の
技
は
当
然
な
が
ら
重
宝
さ

れ
た
。
先
に
引
用
し
た
佐
伯
有
義
は
、

自
費
を
以
て
大
和
河
内
を
巡
回
し
て
、
精
し
く
調
査
せ
ら
れ
し
に
て

明
な
り
。
然
る
に
そ
の
書
嘗
て
官
命
よ
り
、
数
百
巻
の
蔵
書
と
共
に

左
院
に
出
だ
し
お
き
し
に
、
皇
宮
炎
上
の
時
類
焼
せ
し
は
、
か
へ
す

く
も
口
惜
し
き
こ
と
に
な
む

と
証
言
し
て
い
る
。
連
胤
の
作
成
し
た
副
本
数
百
巻
は
「
官
命
」
に
よ
り

左
院
に
献
上
し
た
と
い
う
。
左
院
は
廃
藩
置
県
後
に
立
法
に
関
与
し
た
政

府
の
機
関
で
、
太
政
官
を
正
院
、
左
院
・
右
院
に
分
割
し
た
も
の
の
一
つ

で
、
立
法
府
に
あ
た
る
。

明
治
６
年
５
月
５
日
、
皇
居
（
旧
江
戸
城
）
が
炎
上
し
、
皇
居
内
の
太

政
官
庁
に
も
類
焼
し
た
。
そ
の
際
に
華
族
や
士
族
を
中
心
と
し
て
明
治
政

府
に
献
上
し
た
書
物
が
多
く
焼
失
し
た
。
そ
の
書
物
は
「
記
録

」
「
図
書

類
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
新
政
府
が
拡
充
し
て
い
た
記
録
類
収
集
に
連
胤

は
ま
こ
と
に
都
合
が
よ
く
、
数
百
巻
を
献
上
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
多

く
は
、
連
胤
が
堂
上
か
ら
借
用
し
て
筆
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
か
ら
簡
単
な
が
ら
鈴
鹿
連
胤
の
「
古
典
書
写
伝
来
の
家
」
の
あ
り

か
た
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
と
思
う
。
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７

小
結

本
報
告
書
は
、
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
「
「
家
」
の
後
継
者
育
成
に
関
す
る
歴

史
的
研
究
」
（18H

00979

代
表
：
鈴
木
理
恵
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

吉
田
家
、
鈴
鹿
家
と
い
う
古
典
書
写
伝
来
の
家
に
つ
い
て
、
日
本
紀
書

写
の
「
家
の
学
」
を
基
軸
に
、
幕
末
の
鈴
鹿
連
胤
の
貴
書
副
本
製
作
の
一

端
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

吉
田
家
は
日
本
紀
の
家
と
し
て
認
め
ら
れ
、
厚
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
歴
代
が
日
本
紀
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
注
力
し
て
き
た
。
そ
の
段

階
で
順
次
蔵
書
が
充
実
し
、
い
つ
し
か
神
楽
岡
文
庫
と
称
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
門
人
も
広
が
り
、
そ
の
関
係
の
蔵
書
も
増
え
る
一
方
で
あ
る
。

鈴
鹿
家
は
そ
の
家
老
的
位
置
に
あ
り
、
役
割
の
一
つ
と
し
て
主
家
の
蔵

書
の
管
理
が
あ
っ
た
。
そ
の
管
理
に
は
、
火
災
や
不
慮
の
事
故
に
よ
る
書

物
紛
失
に
備
え
て
副
本
を
作
成
す
る
営
み
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ゆ
え
に
鈴
鹿
家
で
は
副
本
作
成
の
技
が
伝
承
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
書
写
し
た
副
本
に
、
こ
れ
ま
た
歴
代
の
鈴
鹿
家
当
主
が
蒐
集
し
た

書
物
が
加
わ
り
、
鈴
鹿
文
庫
も
万
人
垂
涎
の
蔵
書
と
な
っ
た
。

近
代
に
な
っ
て
、
吉
田
家
ー
鈴
鹿
家
の
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
、
そ
の
膨

大
な
蔵
書
も
散
佚
す
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
鈴
鹿
家
の
蒐
集
姿
勢
を
保

持
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
が
鈴
鹿
三
七
で
あ
ろ
う
。

御
斧
正
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
、
大
和
文
華
館
鈴
鹿
文
庫
調
査
に
は
以
下
の
方
々
（
ア
イ
ウ
エ

オ
順
）
の
ご
協
力
を
得
た
。

神
楽
岡
幼
子
（
愛
媛
大
学
）

熊
倉

萌
（
日
本
女
子
大
学
）

小
助
川
元
太
（
愛
媛
大
学
）

近
衞
典
子
（
駒
澤
大
学
）

田
中
尚
子
（
愛
媛
大
学
）

時
田
紗
緒
里
（
日
本
女
子
大
学
）

宮
本
祐
規
子
（
日
本
女
子
大
学
）

ま
た
大
和
文
華
館
に
は
資
料
の
閲
覧
、
愛
媛
大
学
図
書
館
に
は
撮
影
、

掲
載
な
ど
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。

茲
に
謝
辞
申
し
上
げ
る
。
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